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面積のうち，琵琶湖の占める面積を 3択でお答え願えますでしょうか．選択肢は 3つです． 2
分の 1か， 3分の 1か， 6分の 1か．挙手をお願いします．最初， 1つ目， 2分の 1だと思う

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Micro Electro Mechanical Systems
Motion & Sensing Device
断面図






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































282 『社会システム研究』（第 33 号）
4 人のパネリストの方々に再度，もう一度お礼の拍手をいただいて全体の締めとしたいと思
います．どうもありがとうございました．
